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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学式１の単位を含むハロゲン元素を有する光配向性物質と、
　液晶化合物と
を含む液晶組成物。
　［化学式１］
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　上記化学式１で、ｎは、５０～５，０００の数であり、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立
して、水素、ハロゲン、アルキル基または下記化学式２で表示される残基であり、且つＲ

１及びＲ２のうち少なくとも１つは、下記化学式２で表示される残基である：
　［化学式２］

　上記化学式２で、Ｒ３は、アルキレン基またはアルキリデン基であり、Ｒ４～Ｒ８は、
それぞれ独立して、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基またはアリルオキシ基で
あり、上記化学式１の単位及び上記化学式２の残基のうち少なくとも１つは、置換基とし
てハロゲン元素を含む。
【請求項２】
　液晶化合物は、ハロゲン元素を含む光配向性物質１００重量部に対して３０重量部～３
００重量部で含まれる、請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
　液晶化合物は、重合性液晶化合物、又は、重合性官能基を含まない液晶化合物である、
請求項１または２に記載の液晶組成物。
【請求項４】
　溶媒をさらに含む、請求項１から３の何れか１項に記載の液晶組成物。
【請求項５】
　溶媒は、シクロペンタノン、シクロヘキサノン、クロロベンゼン、Ｎ－メチルピロリド
ン、トルエン、キシレン、メシチレン、シメン、ジメチルスルホキシド、ジメチルホルム



(3) JP 5884923 B2 2016.3.15

10

20

30

40

50

アミド、クロロホルム、ガムマブチロラクトンまたはテトラヒドロフランである、請求項
４に記載の液晶組成物。
【請求項６】
　基材層と、
　上記基材層に形成された請求項１から５の何れか１項に記載の液晶組成物によって形成
された液晶層であって、上記液晶層内で液晶化合物が配向された状態で存在している液晶
層と、
を含む液晶フィルム。
【請求項７】
　基材層は、配向性を有しない基材層であり、液晶層は、上記基材層と接して形成されて
いる、請求項６に記載の液晶フィルム。
【請求項８】
　液晶化合物は、電圧の印加によって配向状態がスイッチングされることができる、請求
項６または７に記載の液晶フィルム。
【請求項９】
　液晶化合物は、配向された状態に重合されて液晶高分子を形成している、請求項６から
８の何れか１項に記載の液晶フィルム。
【請求項１０】
　液晶層内で光配向性物質は、整列された状態で液晶化合物と相分離されている、請求項
６から９の何れか１項に記載の液晶フィルム。
【請求項１１】
　基材層に形成されている請求項１から５の何れか１項に記載の液晶組成物を含むコーテ
ィング層に偏光された光を照射し、液晶層を形成することを含む液晶フィルムの製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶組成物、液晶フィルム及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶化合物は、分子の配向が結晶性を有し、光学的異方性がある有機化合物を意味する
。液晶化合物は、ディスプレイ装置などのパネルなどに充填され、電圧の印加によって液
晶化合物が再配列されることによって、上記パネルを透過する光の量を調節するのに使用
されることができる。また、液晶化合物は、配向された状態に重合され、位相差フィルム
のような光学フィルムなどに使用されることができる。上記のような場合で液晶化合物に
秩序を付与し、液晶化合物が規則的な応答をすることができるように配向層を使用するこ
とができる。
【０００３】
　配向層は、通常、基材の上にポリイミドまたはポリビニルアルコールなどの配向剤を塗
布して形成し、配向層を所定方向にラビング（ｒｕｂｂｉｎｇ）して配向性を付与する。
その後、その上に重合性液晶化合物を塗布及び配向し、液晶層を製造する。しかし、ラビ
ング配向層は、液晶層との接着力が不足で、高温または高湿の環境のような苛酷な環境で
液晶層が剥離されるか、収縮される問題が発生する。また、ラビング方式は、ラビング過
程で摩擦によって静電気やスクラッチなどが容易に発生し、ラビング布などで起因する微
細ほこりが問題になることができる。
【０００４】
　ラビング方式の問題点を解決するためのものとして、非接触式配向方法が知られており
、特許文献１には、光の照射を利用する光配向法が知られている。しかし、上記方式は、
別途の配向層を形成する工程を行わなければならないという不都合がある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】大韓民国特許公開第１０－２０１２－０００８４２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、液晶組成物、液晶フィルム及びこれらの製造方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの具現例は、ハロゲン元素を含む光配向性物質及び液晶化合物を含む液晶
組成物を提供する。
【０００８】
　上記液晶組成物を使用する場合、別途の配向層なしに配向された液晶化合物を含む液晶
層を形成することができる。また、上記液晶組成物は、一回の工程で液晶層及び上記液晶
層と相分離された配向層を同時に形成することができる。これにより、一種類の組成物か
ら配向層及び液晶層を形成しても、配向層及び液晶層の成分が１つの層に混合され、互い
の機能に影響を及ぼすことを防止することができる。本明細書で、用語「相分離」または
「層分離」は、実質的に同一の意味として使用され、実質的に１つの成分によって形成さ
れた層が実質的に他の成分によって形成された層上に位置するかまたは配列されることを
意味することができる。また、用語「実質的に１つの成分によって形成された層」は、１
つの層に１つの成分だけが存在するか、１つの成分がその他の成分に比べて豊かな（ｒｉ
ｃｈ）ものを意味することができる。
【０００９】
　液晶組成物は、ハロゲン元素を含む光配向性物質を含むことができる。本明細書で用語
「光配向性物質」は、光の照射などを通じて所定方向に整列（ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎａ
ｌｌｙ　ｏｒｄｅｒｅｄ）され、上記整列された状態で異方性相互作用（ａｎｉｓｏｔｒ
ｏｐｉｃ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ）などの相互作用を通じて隣接する液晶を所定方向に
配向させることができる化合物を意味する。
【００１０】
　光配向性物質は、単分子化合物、単量体性化合物、オリゴマー性化合物または高分子性
化合物であることができる。
【００１１】
　上記ハロゲン元素を含む光配向性物質は、ハロゲン元素及び光感応性残基（ｐｈｏｔｏ
ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｍｏｉｅｔｙ）を含む化合物であることができる。このような光配
向性物質としては、例えば、［２＋２］添加環化（［２＋２］ｃｙｃｌｏａｄｄｉｔｉｏ
ｎ）、［４＋４］添加環化または光二量化（ｐｈｏｔｏｄｉｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ）など
のような光架橋または光重合によって整列される化合物などを使用することができる。ま
た、光架橋または光重合によって整列される化合物としては、シンナーメート（ｃｉｎｎ
ａｍａｔｅ）化合物、クマリン（ｃｏｕｍａｒｉｎ）化合物、シンナムアミド（ｃｉｎｎ
ａｍａｍｉｄｅ）化合物、テトラヒドロフタルイミド（ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｐｈｔｈａ
ｌｉｍｉｄｅ）化合物、マレイミド（ｍａｌｅｉｍｉｄｅ）化合物、ベンゾフェノン化合
物またはジフェニルアセチレン（ｄｉｐｈｅｎｙｌａｃｅｔｙｌｅｎｅ）化合物や光感応
性残基としてカルコニル（ｃｈａｌｃｏｎｙｌ）残基を有する化合物（以下、カルコン化
合物）またはアントラセニル（ａｎｔｈｒａｃｅｎｙｌ）残基を有する化合物（以下、ア
ントラセニル化合物）などが例示されることができる。
【００１２】
　１つの例示で、ハロゲン元素を含む光配向性物質は、下記化学式１の単位を含む化合物
であることができる。
【００１３】
　［化学式１］
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【００１４】
　上記化学式１で、ｎは、５０～５，０００の数であり、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立
して、水素、ハロゲン、アルキル基または下記化学式２で表示される残基であり、Ｒ１及
びＲ２のうち少なくとも１つは、下記化学式２で表示される残基である。
【００１５】
　［化学式２］

【００１６】
　上記化学式２で、Ｒ３は、アルキレン基またはアルキリデン基であり、Ｒ４～Ｒ８は、
それぞれ独立して、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基またはアリルオキシ基で
あり、上記化学式１の単位及び上記化学式２の残基のうち少なくとも１つの置換基として
ハロゲン元素を含む。
【００１７】
　本明細書で、用語ハロゲンには、特に別途規定しない限り、フッ素、塩素、ブロムまた
はヨードなどが含まれることができる。
【００１８】
　また、用語アルキル基には、特に別途規定しない限り、炭素数１～２０、炭素数１～１
６、炭素数１～１２、炭素数１～８、炭素数１～４、炭素数４～１０または炭素数６～９
のアルキル基が例示されることができる。上記アルキル基は、直鎖状、分岐鎖状または環
状であることができる。このようなアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、
プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル
基、ネオペンチル基、シクロヘキシル基、ヘキシル基、オクチル基、ノニル基またはデシ
ル基などが例示されることができる。上記アルキル基は、任意的に１つ以上の置換基によ
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って置換されることができる。
【００１９】
　また、用語アルコキシ基には、特に別途規定しない限り、炭素数１～２０、炭素数１～
１６、炭素数１～１２、炭素数１～８、炭素数１～４、炭素数４～１０または炭素数６～
９のアルコキシ基が例示されることができる。上記アルコキシ基は、直鎖状、分岐鎖状ま
たは環状であることができる。このようなアルコキシ基としては、例えば、メトキシ基、
エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキシ基またはｔｅ
ｒｔ－ブトキシ基などが例示されることができる。また、上記アルコキシ基は、任意的に
１つ以上の置換基によって置換されることができる。
【００２０】
　また、用語アルキレン基またはアルキリデン基としては、特に別途規定しない限り、炭
素数１～２０、炭素数１～１６、炭素数１～１２、炭素数１～８、炭素数１～４、炭素数
４～１０または炭素数６～９のアルキレン基またはアルキリデン基が例示されることがで
きる。上記アルキレン基またはアルキリデン基は、直鎖状、分岐鎖状または環状であるこ
とができる。上記アルキレン基またはアルキリデン基は任意的に１つ以上の置換基によっ
て置換されることができる。
【００２１】
　上記化学式２で符号「

　」は、その部位が母化合物（ｍｏｔｈｅｒ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）に連結されることを意
味することができる。例えば、上記化学式２で、Ｒ３の左側の「

　」は、Ｒ３が化学式１のノルボルナンに直接連結されることを意味することができる。
【００２２】
　上記化学式１の単位を含む化合物のうちハロゲン元素は、Ｒ１、Ｒ２及びＲ４～Ｒ８の
うち少なくともいずれか一部位で直接共有結合するか；またはＲ１、Ｒ２及びＲ４～Ｒ８

の置換基またはＲ３の２価残基にハロゲン元素が置換された状態で含まれることができる
。
【００２３】
　１つの例示で、化学式２のＲ４～Ｒ８のうち少なくとも１つは、ハロゲン元素、ハロゲ
ン元素で置換されたアルキル基またはハロゲン元素で置換されたアルコキシ基であること
ができる。
【００２４】
　用語ハロゲン元素で置換されたアルキル基は、特に別途規定しない限り、前述したアル
キル基の１個以上の水素がハロゲン元素で置換されたアルキル基を意味することができる
。例えば、メチル基の１個の水素がハロゲン元素で置換されたアルキル基は、フルオロメ
チル基、クロロメチル基、ブロモメチル基またはヨードメチル基であることができる。上
記ハロゲン元素が置換されたアルキル基は、ハロゲン元素以外にも、任意的に１つ以上の
置換基によって置換されることができる。
【００２５】
　また、用語ハロゲン元素で置換されたアルコキシ基は、特に別途規定しない限り、前述
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したアルコキシ基の１個以上の水素がハロゲン元素で置換されたアルコキシ基を意味する
ことができる。例えば、メトキシ基の１個の水素がハロゲン元素で置換されたアルコキシ
基は、フルオロメトキシ基、クロロメトキシ基、ブロモメトキシ基またはヨードメトキシ
基であることができる。上記ハロゲン元素が置換されたアルコキシ基は、ハロゲン元素以
外にも、任意的に１つ以上の置換基によって置換されることができる。
【００２６】
　１つの例示で、上記化学式１のｎは、５０～３，０００または５０～１、５００の数で
あることができる。また、化学式１で、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立して、水素、ハロ
ゲン、アルキル基または上記化学式２で表示される残基であり、且つ少なくとも１つは、
上記化学式２で表示される残基であることができる。また、他の例示で、Ｒ１及びＲ２は
、それぞれ独立して、水素、炭素数１～６のアルキル基または上記化学式２で表示される
残基であり、且つ少なくとも１つは、上記化学式２で表示される残基であることができる
。
【００２７】
　１つの例示で、上記化学式２のＲ３は、炭素数１～４のアルキレン基またはアルキリデ
ン基であることができる。また、Ｒ４～Ｒ８は、それぞれ独立して、水素、ハロゲンまた
はアルキル基であり、且つ少なくともいずれか１つは、ハロゲンであることができる。
【００２８】
　上記化学式１の単位を含む化合物は、単独重合体（ｈｏｍｏｐｏｌｙｍｅｒ）であるか
、または共重合体（ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）であることがある。上記化学式１の単位を含む
化合物が共重合体の場合、上記化学式１の単位以外に上記光配向性物質に含まれる繰り返
し単位は、上記光配向性物質の配向性を妨害しないものであって、当業界に公知された単
量体から形成された繰り返し単位がすべて含まれることができる。
【００２９】
　また、化学式１の単位を含む化合物の末端は、当業界に知られたもののように形成する
ことができる。１つの例示で、上記化合物の末端は、アルキル基またはアルコキシ基が存
在するように形成することができる。
【００３０】
　光配向性物質が高分子性化合物の場合に、上記物質は、例えば、約１０，０００ｇ／ｍ
ｏｌ～５００，０００ｇ／ｍｏｌ程度の重量平均分子量を有することができるが、これに
制限されるものではない。用語重量平均分子量は、ＧＰＣ（Ｇｅｌ　Ｐｅｒｍｅａｔｉｏ
ｎ　Ｃｈｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈ）で測定した標準ポリスチレンに対する換算数値を意味
することができ、特に別途規定しない限り、分子量は、重量平均分子量を意味することが
できる。
【００３１】
　液晶組成物は、液晶化合物を含むことができる。本明細書で、用語「液晶化合物」は、
液晶性を示すことができる部位、例えば、メソゲン（ｍｅｓｏｇｅｎ）骨格などを含む化
合物を意味することができる。
【００３２】
　上記液晶組成物は、例えば、配向された液晶化合物を未重合状態で含むか、または配向
された液晶化合物を重合させた状態で含む液晶層を提供することができる。上記で液晶化
合物を未重合状態で含むということは、液晶化合物が外部の刺激、例えば、電圧の印加な
どによって液晶化合物が再配列されることができるように含むということを意味すること
ができる。また、上記で液晶化合物を重合させた状態で含むということは、液晶化合物が
外部の刺激などによってその配向が変更されないように含むということを意味することが
できる。すなわち、液晶組成物は、未重合及び重合された状態の液晶層を提供することが
できるので、液晶組成物の使用用途を考慮して、液晶組成物に含まれる液晶化合物の種類
を適切に選択することができる。
【００３３】
　１つの例示で、未重合状態の液晶層に使用される液晶組成物には、未重合性液晶化合物
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に使用される液晶組成物には、重合性液晶化合物が含まれることができる。本明細書で、
用語「未重合性液晶化合物」は、重合性官能基を含まない液晶化合物を意味することがで
き、用語「重合性液晶化合物」は、重合性官能基を１つ以上含む液晶化合物を意味するこ
とができる。
【００３４】
　１つの例示で、重合性液晶化合物の重合性官能基は、例えば、自由ラジカル反応によっ
て重合または架橋されることができるものであって、エチレン性不飽和二重結合を含む官
能基が例示されることができる。上記で重合性液晶化合物の官能基としては、例えば、ア
ルケニル基、エポキシ基、シアノ基、カルボキシル基、アクリロイル基、メタクリロイル
基、アクリロイルオキシ基またはメタクリロイルオキシ基などをあげることができる。１
つの例示で、重合性液晶化合物は、ビニル基、アリル基、アクリロイル基、メタクリロイ
ル基、アクリロイルオキシ基及びメタクリロイルオキシ基のうち一種または二種以上の官
能基を含むことができる。また、重合性液晶化合物は、例えば、上記官能基を１個、２個
、３個または４個以上含むことができる。１つの例示で、重合性液晶化合物は、上記官能
基を１個、２個または３個含むことができる。
【００３５】
　１つの例示で、上記未重合性液晶化合物または重合性液晶化合物は、下記化学式３で表
示される化合物であることができる。
【００３６】
　［化学式３］

【００３７】
　上記化学式３で、Ａは、単一結合、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－であり、Ｒ１１～Ｒ２

０は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカル
ボニル基、シアノ基、ニトロ基、－Ｕ－Ｑ－Ｐまたは下記化学式４の置換基であるか、Ｒ

１１～Ｒ１５のうち隣接する２個の置換基の対またはＲ１６～Ｒ２０のうち隣接する２個
の置換基の対は互いに連結され、－Ｕ－Ｑ－Ｐで置換されたベンゼンを形成することがで
きる。また、上記で、Ｕは、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－または－ＯＣＯＯ－であり
、Ｑは、アルキレン基またはアルキリデン基であり、Ｐは、アルケニル基、エポキシ基、
シアノ基、カルボキシル基、アクリロイル基、メタクリロイル基、アクリルロイルオキシ
基またはメタクリロイルオキシ基である。
【００３８】
　［化学式４］
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【００３９】
　上記化学式４で、Ｂは、単一結合、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－であり、Ｒ２１～Ｒ２

５は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、シアノ基、ニト
ロ基または－Ｕ－Ｑ－Ｐであり、上記で、Ｕは、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－または
－ＯＣＯＯ－であり、Ｑは、アルキレン基またはアルキリデン基であり、Ｐは、重合性官
能基であって、アルケニル基、エポキシ基、シアノ基、カルボキシル基、アクリロイル基
、メタクリロイル基、アクリルロイルオキシ基またはメタクリロイルオキシ基である。
【００４０】
　上記化学式４でＢの左側の「

　」は、Ｂが化学式３のベンゼンに直接連結されることを意味することができる。
【００４１】
　用語「単一結合」は、当該部位に別途の原子または原子団が存在しないものを意味する
ことができる。例えば、上記化学式３及び４で、用語「単一結合」は、ＡまたはＢで表示
される部分に別途の原子が存在しない場合を意味する。例えば、化学式３でＡが単一結合
の場合、Ａの両側のベンゼンが直接連結され、ビフェニル（ｂｉｐｈｅｎｙｌ）構造を形
成することができる。
【００４２】
　用語アルケニル基には、特に別途規定しない限り、炭素数２～２０、炭素数２～１６、
炭素数２～１２、炭素数２～８、炭素数２～４、炭素数４～１０または炭素数６～９のア
ルケニル基が例示されることができる。上記アルケニル基は、直鎖状、分岐鎖状または環
状であることができる。このようなアルケニル基としては、例えば、ビニル基、アリル基
、プロフェニル基、イソプロフェニル基、ブテニル基、ヘキセニル基、シクロヘキセニル
基またはオクテニル基などが例示されることができる。また、上記アルケニル基は、任意
的に１つ以上の置換基によって置換されることができる。
【００４３】
　本明細書で、任意の化合物または置換基に置換されることができる置換基としては、ハ
ロゲン、ヒドロキシ基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、エポキシ基、シアノ
基、カルボキシル基、イソシアネート基、メルカプト基、アクリロイル基、メタクリロイ
ル基、アクリルロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基またはアリール基などが例示さ
れることができるが、これに制限されるものではない。
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【００４４】
　用語アリール基は、特に別途規定しない限り、ベンゼン環を有するか、２個以上のベン
ゼン環が縮合された構造を含む化合物またはその誘導体から由来する１価残基を意味する
ことができる。また、いわゆるアルアルキル基（ａｒａｌｋｙｌ　ｇｒｏｕｐ）などを含
む概念であることができる。アリール基には、例えば、炭素数６～２２または炭素数６～
１６のアリール基が含まれることができる。このようなアリール基としては、例えば、フ
ェニル基、フェニルエチル基、フェニルプロピル基、ベンジル基、トリル基、キシリル基
（ｘｙｌｙｌ　ｇｒｏｕｐ）またはナフチル基などが例示されることができる。上記アリ
ール基は、任意的に１つ以上の置換基によって置換されることができる。
【００４５】
　１つの例示で、上記化学式３及び４のＰは、それぞれ独立して、アクリロイル基、メタ
クリロイル基、アクリロイルオキシ基またはメタクリロイルオキシ基であることができる
。また、他の例示で、上記化学式３及び４のＰは、それぞれ独立して、アクリロイルオキ
シ基またはメタクリロイルオキシ基であることができる。
【００４６】
　１つの例示で、液晶化合物が未重合性液晶化合物の場合、化学式３で、Ｒ１１～Ｒ２０

は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボ
ニル基、シアノ基、ニトロ基または下記化学式４の置換基である化合物であることができ
る。そして、未重合性液晶化合物は、化学式４で、Ｒ２１～Ｒ２５は、それぞれ独立して
、水素、ハロゲン、アルキル基、アルコキシ基、シアノ基またはニトロ基である化合物で
あることができる。
【００４７】
　他の例示で、液晶化合物が重合性液晶化合物の場合、上記化学式３で、Ｒ１１～Ｒ２０

のうち少なくとも１つは、－Ｕ－Ｑ－Ｐまたは下記化学式４の置換基であるか、Ｒ１１～
Ｒ１５のうち隣接する２個の置換基またはＲ１６～Ｒ２０のうち隣接する２個の置換基の
うち少なくとも１つの対は、互いに連結され、－Ｕ－Ｑ－Ｐで置換されたベンゼンを形成
することができる。この場合、上記化学式３及び４で、少なくとも１つ以上存在すること
ができる－Ｕ－Ｑ－Ｐまたは化学式４の残基は、例えば、Ｒ１３、Ｒ１８またはＲ２３の
位置に存在することができ、例えば、上記は、１個または２個が存在することができる。
また、上記化学式３の化合物または化学式４の残基で、－Ｕ－Ｑ－Ｐまたは化学式４の残
基以外の置換基は、例えば、水素、ハロゲン、炭素数１～４の直鎖状または分岐鎖状のア
ルキル基、炭素数４～１２のシクロアルキル基、シアノ基、炭素数１～４のアルコキシ基
またはニトロ基であることができる。他の例示で、上記－Ｕ－Ｑ－Ｐまたは化学式４の残
基以外の置換基は、塩素、炭素数１～４の直鎖状または分岐鎖状のアルキル基、炭素数４
～１２のシクロアルキル基、炭素数１～４のアルコキシ基またはシアノ基であることがで
きる。
【００４８】
　液晶化合物は、ハロゲン元素を含む光配向性物質に対して適切な含量で含まれ、適切な
層分離を誘導することができ、安定的な配向が可能である。液晶化合物は、例えば、ハロ
ゲン元素を含む光配向性物質１００重量部に対して３０～３００重量部、４０～３００重
量部、５０～３００重量部、８０～３００重量部、９０～３００重量部、１００～３００
重量部、１５０～３００重量部、２００～３００重量部、３０～２５０重量部、４０～２
５０重量部、８０～２５０重量部、９０～２５０重量部、１００～２５０重量部または２
００～２５０重量部で含まれることができる。
【００４９】
　上記範囲で、液晶化合物は、別途の配向層なしに安定的な配向が可能であり、液晶層及
び上記液晶層と層分離された配向層を同時に形成することができる。これにより、簡素化
された工程で、液晶化合物から液晶層を形成することができる。
【００５０】
　液晶組成物は、使用目的を考慮して適切な開始剤をさらに含むことができる。１つの例
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示で、液晶組成物として、上記組成物が重合された状態で含まれる液晶層を提供する場合
、液晶組成物内の液晶化合物の重合を開始することができるラジカル開始剤または陽イオ
ン開始剤を液晶組成物に含むことができる。また、他の例示で、液晶組成物が未重合され
た状態で含まれる液晶層を提供する場合にも、液晶組成物内の光配向性物質の配向反応を
開始することができるラジカル開始剤または陽イオン開始剤を液晶組成物に含むことがで
きる。しかし、液晶化合物として重合性液晶化合物を使用するなど液晶化合物が重合され
る可能性がある場合には、開始剤を使用しなくてもよい。
【００５１】
　上記ラジカル開始剤としては、当業界によく知られている自由ラジカル開始剤を使用す
ることができる。自由ラジカル光開始剤は、例えば、２－メチル－１－［４－（メチルチ
オ）フェニル］－２－（４－モルフォリニル）－１－プロパノン及び２－ベンジル－２－
（ジメチルアミノ）－１－［４－（４－モルフォリニル）フェニル］－１－ブタノンなど
のようなアミノケトン；ベンゾインメチルエーテル及びベンゾインイソプロピルエーテル
などのようなベンゾインエーテル；アニソインメチルエーテルなどのような置換されたベ
ンゾインエーテル；２、２－ジエトキシアセトフェノン及び２、２－ジメトキシ－２－フ
ェニルアセトフェノンなどのような置換されたアセトフェノン；２－メチル－２－ヒドロ
キシプロピオフェノンなどのような置換されたアルファ－ケトル；ビス（２、４、６－ト
リメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキシドなどのような芳香族ホスフィンオキシ
ド；２－ナフタレン－スルホニルクロライドなどのような芳香族スルホニルクロライド；
及び１－フェニル－１、２－プロパンジオン－２（Ｏ－エトキシカルボニル）オキシムな
どのような光活性オキシム；などとその混合物を含むが、これに限定されるものではない
。
【００５２】
　有用な熱的自由ラジカル開始剤は、例えば、２、２'－アゾ－ビス（イソブチロニトリ
ル）、ジメチル２、２'－アゾ－ビス（イソブチレート）、アゾ－ビス（ジフェニルメタ
ン）及び４、４'－アゾ－ビス（４－シアノペンタン酸）などのようなアゾ化合物；過酸
化水素、ベンゾイルペルオキシド、クミルペルオキシド、ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシド
、シクロヘキサノンペルオキシド、グルタル酸ペルオキシド、ラウロイルペルオキシド及
びメチルエチルケトンペルオキシドなどのような過酸化物；ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペル
オキシド及びクメンヒドロペルオキシドなどのようなヒドロ過酸化物；過酢酸、過ベンゾ
イン酸、過硫酸カリウム及び過硫酸アンモニウムなどのような過酸；ジイソプロピルペル
カルボネートなどのようなペルエステル；熱的酸化還元（ｒｅｄｏｘ）開始剤など；など
とその混合物を含むが、これに限定されるものではない。
【００５３】
　１つの例示で、自由ラジカル開始剤としては、一般的な使用及び同時開始の容易性、無
溶媒処理可能性及び保管安定性などを考慮して自由ラジカル光開始剤を使用することがで
きる。上記のような理由で、自由ラジカル光開始剤としては、例えば、アミノケトン、置
換されたアセトフェノン、芳香族ホスフィンオキシド及びその混合物から選択される自由
ラジカル光開始剤を使用することができる。
【００５４】
　上記陽イオン開始剤は、当業界に知られている開始剤を使用することができる。有用な
陽イオン光開始剤は、任意の多様な公知された有用な物質、例えばオニウム塩、及び特定
有機金属錯物などとその混合物を含む。有用なオニウム塩は、構造式ＡＸを有するものを
含み、ここで、Ａは、有機陽イオン（例えば、ジアゾニウム、ヨードニウム及びスルホニ
ウム陽イオンから選択され；具体的にジフェニルヨードニウム、トリフェニルスルホニウ
ム、及びフェニルチオフェニルジフェニルスルホニウムから選択されることができる）で
あり、Ｘは、陰イオン（例えば、有機スルホネートまたはハロゲン化金属または準金属）
である。特に有用なオニウム塩は、アリールジアゾニウム塩、ジアリールヨードニウム塩
及びトリアリールスルホニウム塩を含むが、これに限定されるものではない。有用な陽イ
オン熱開始剤は、イミダゾール及び超強酸の４次アンモニウム塩（例えば、ＳｂＦ６の４
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次アンモニウム塩）などとその混合物を含む。１つの例示で、陽イオン開始剤としては、
一般的な使用及び同時開始の容易性、無溶媒処理を可能にすること及び保管安定性を考慮
して陽イオン光開始剤を使用することができる。そのうち、上記のような理由で、オニウ
ム塩及びその混合物から選択される陽イオン光開始剤を使用することができる。
【００５５】
　ラジカル開始剤または陽イオン開始剤の具体的な比率は、特に制限されず、目的によっ
て適切な比率が選択されることができる。例えば、上記開始剤は、液晶化合物１００重量
部に対して０．０１重量部～２０重量部の比率で含まれることができるが、これに制限さ
れるものではない。開始剤の比率が過度に低ければ、適切な重合が誘導されないことがあ
り、反対に、過度に高ければ、配向層の形成後に残存の開始剤によって物性が悪くなるこ
とができるので、これを考慮して、適切な比率が選択されることができる。
【００５６】
　上記液晶組成物は、上記組成物のコーティング性のために、必要に応じて適切な溶媒内
で均一に混合して製造することができる。１つの例示で、液晶組成物に添加されることが
できる溶媒として特定溶媒を使用する場合、液晶組成物の塗布時に相分離が容易に起きる
ように制御することができる。このような溶媒としては、例えば、エーテル溶媒、芳香族
溶媒、ハロゲン溶媒、オレフィン溶媒またはケトン溶媒などの１種または２種以上が例示
されることができる。上記溶媒としては、例えば、シクロペンタノン、シクロヘキサノン
、クロロベンゼン、Ｎ－メチルピロリドン、トルエン、キシレン、メシチレン、シメン、
ジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド、クロロホルム、ガムマブチロラクトンま
たはテトラヒドロフランなどが例示されることができる。
【００５７】
　上記液晶組成物は、上記記述した成分以外にも、必要に応じて、この分野で公知された
任意の添加剤を適切にさらに含むことができる。上記任意の添加剤としては、例えば、キ
ラル剤、界面活性剤、重合性モノマー及びポリマーなどが使用されることができる。
【００５８】
　本発明の他の具現例は、液晶フィルムを提供する。上記液晶フィルムは、基材層；上記
基材層に形成された液晶層であって、上記液晶層内で液晶化合物が配向された状態で存在
している液晶層を含むことができる。
【００５９】
　上記基材層は、当業界に使用される基材層を制限なく使用することが可能である。特に
、上記基材層は、配向性を有しない基材層であることができる。しかし、これに限定され
るものではなく、基材層として配向性を有する基材を使用することが可能である。用語配
向性は、隣接する液晶分子、液晶化合物またはその前駆体を所定方向に配向させることが
できる性質を意味することができる。
【００６０】
　上記基材層には、多様な種類の基材が使用されることができる。１つの例示で、上記基
材は、光学的等方性基材、位相遅延特性を示す位相遅延層（ｒｅｔａｒｄａｔｉｏｎ　ｌ
ａｙｅｒ）などのように光学的異方性基材または偏光素子などが使用されることができる
。
【００６１】
　光学的等方性基材としては、ガラスまたは透明プラスチック基材などのような透明基材
が使用されることができる。プラスチック基材としては、ＤＡＣ（ｄｉａｃｅｔｙｌ　ｃ
ｅｌｌｕｌｏｓｅ）またはＴＡＣ（ｔｒｉａｃｅｔｙｌ　ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ）基材のよ
うなセルロース基材；ノルボルネン誘導体樹脂基材などのＣＯＰ（ｃｙｃｌｏ　ｏｌｅｆ
ｉｎ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）基材；ＰＭＭＡ（ｐｏｌｙ（ｍｅｔｈｙｌ　ｍｅｔｈａｃｒ
ｙｌａｔｅ）基材などのアクリル基材；ＰＣ（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）基材；ＰＥ
（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ）またはＰＰ（ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ）基材などのよ
うなオレフィン基材；ＰＶＡ（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌａｌｃｏｈｏｌ）基材；ＰＥＳ（ｐｏ
ｌｙｅｔｈｅｒｓｕｌｆｏｎｅ）基材；ＰＥＥＫ（ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｅｔｈｅｒｋｅｔ
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ｏｎｅ）基材；ＰＥＩ（ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｉｍｉｄｅ）基材；ＰＥＮ（ｐｏｌｙｅｔｈ
ｙｌｅｎｅｎａｐｈｔｈａｌａｔｅ）基材；ＰＥＴ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅｔｅｒｅ
ｐｈｔｈａｌａｔｅ）基材などのようなポリエステル基材；ＰＩ（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）
基材；ＰＳＦ（ｐｏｌｙｓｕｌｆｏｎｅ）基材；ＰＡＲ（ｐｏｌｙａｒｙｌａｔｅ）基材
またはフルオル樹脂基材などが例示されることができる。上記基材は、例えば、シートま
たはフィルム形状であることができる。
【００６２】
　光学的異方性基材、例えば、位相遅延層としては、例えば、１／４波長層または１／２
波長層などが使用されることができる。用語ｎ波長層は、上記波長層に入射する光を当該
波長のｎ倍だけ位相遅延させることができる位相遅延素子を意味することができる。この
ような位相遅延層は、重合性液晶化合物を配向及び重合させて形成された液晶高分子層で
あるか、延伸または収縮工程などによって複屈折性を付与したプラスチックフィルムまた
はシートであることができる。
【００６３】
　偏光素子としては、この分野で公知されている通常的な素子が使用されることができる
。例えば、上記偏光素子は、ポリビニルアルコール樹脂に二色性色素などを吸着及び配向
させて製造される素子が使用されることができる。
【００６４】
　上記基材には、必要に応じて、低反射処理、反射防止処理、眩しさ防止処理及び／また
は高解像度防眩処理などのような多様な表面処理が行われていてもよい。
【００６５】
　１つの例示で、液晶層は、前述した液晶組成物によって形成されることができる。上記
液晶層は、配向された液晶化合物を含むことができる。液晶化合物は、例えば、水平（ｈ
ｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ）、垂直（ｈｏｍｅｏｔｒｏｐｉｃ）、チルト（ｔｉｌｔｅｄ）、
スプレイ（ｓｐｌａｙ）またはコレステリック（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｉｃ）配向されるこ
とができる。
【００６６】
　上記液晶組成物で形成された液晶層は、液晶層内で光配向性物質が整列された状態で液
晶化合物と相分離された状態で含まれることができる。すなわち、液晶層は、光配向性物
質が整列された状態で液晶化合物と相分離された層及び上記光配向性物質によって形成さ
れた層によって配向された液晶化合物が成す層を含むことができる。本明細書では、上記
光配向性物質によって形成された層は、配向層と称する。そして、液晶層は、狭くは、相
分離された液晶化合物によって形成された層のみを意味するが、広くは、上記液晶化合物
によって形成された層及び配向層を含む意味として使用することができる。
【００６７】
　上記のように、液晶組成物は、液晶層及び配向層を形成し、上記液晶組成物で、配向性
を持たない基材層上に別途の配向層の形成なしに液晶層を形成しても、配向された液晶化
合物を含む液晶層を形成することができる。すなわち、上記液晶フィルムで基材層は、配
向性を有しない基材層であり、液晶層は、上記基材層と接して形成されている液晶層であ
ることができる。
【００６８】
　上記液晶層で液晶化合物は、未重合された状態または重合された状態で液晶層に含まれ
ることができる。
【００６９】
　１つの例示で、液晶化合物が未重合された状態で液晶層に含まれる場合、液晶化合物は
、電圧の印加によって配向状態がスイッチングされることができる。本明細書では、用語
液晶フィルムは、未重合された液晶化合物及び重合された液晶化合物の液晶層を含む意味
として使用されるが、特に未重合された状態の液晶化合物の液晶層を含む液晶フィルムは
、別に液晶セルとして呼ばれることができる。
【００７０】
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　他の例示で、液晶層は、配向された液晶分子を含むことができる。本明細書で、用語「
液晶分子」は、重合性液晶化合物が配向された状態に重合されて形成された液晶高分子を
意味することができる。液晶分子を含む液晶層は、電圧の印加によって配向状態が変更さ
れないこともできる。
【００７１】
　本発明のさらに他の具現例は、液晶フィルムの製造方法を提供する。上記液晶フィルム
の製造方法は、基材層に形成されている液晶組成物を含むコーティング層に偏光された光
を照射し、液晶層を形成することを含むことができる。１つの例示で、上記液晶フィルム
の製造方法は、前述した液晶フィルムを製造する方法であることができる。
【００７２】
　上記製造方法は、基材層に液晶組成物を塗布し、コーティング層を形成することをさら
に含むことができる。ここで、液晶組成物としては、前述した液晶組成物を使用すること
ができる。１つの例示で、未重合された液晶化合物の液晶層を形成しようとする場合、開
始剤を含まないか、または非常に少量の開始剤を含む液晶組成物を使用することができる
。他の例示で、重合された液晶化合物の液晶層を形成しようとする場合、開始剤を含む液
晶組成物を使用することができる。開始剤は、前述したように、使用されることができる
。
【００７３】
　上記液晶組成物を基材層に塗布する方法としては、通常的な方式、例えば、バーコーテ
ィング、コンマコーティングまたはスピンコーティングなどが使用されることができる。
上記組成物は、例えば、約０．０１μｍ～約１０μｍまたは約０．１μｍ～約５μｍの厚
さで塗布されることができる。
【００７４】
　引き続いて、液晶組成物を含むコーティング層は、適切な条件で乾燥されることができ
る。１つの例示で、上記乾燥は、コーティング層を約２５℃～１５０℃程度の温度で約３
０秒またはそれ以上程度維持して行うことができる。乾燥温度が２５℃以上なら、コーテ
ィング層の残存溶媒などが充分に乾燥し、むらなどが防止されることができる。また、乾
燥温度が１５０℃以下なら、基材層が変形されることを防止することができる。
【００７５】
　コーティング層を乾燥させた後、光の照射、例えば、直線偏光された紫外線を照射する
ことができる。これにより、コーティング層内に存在する光配向性物質が液晶化合物と相
分離され、配向層を形成することができる。
【００７６】
　直線偏光された紫外線の照射は、例えば、ワイヤグリッド偏光板などを使用して行われ
ることができる。この過程で、紫外線の偏光方向を調節し、配向層の配向方向を調節する
ことができる。また、上記光は、例えば、０．５秒以上照射されることができる。
【００７７】
　上記光の照射によって、乾燥した組成物に配合されているハロゲン元素を含む光配向性
物質は、例えば、光架橋または光重合反応によって配向されることができる。また、ハロ
ゲン元素を含む光配向性物質は、例えば、コーティング層内で光の照射方向側に移動し、
液晶化合物と層分離されることができる。したがって、光の照射方向は、光配向性物質か
ら配向層を形成しようとする位置を考慮して制御することができる。１つの例示で、図１
のように、コーティング層１２の一面のうち基材層１　０１が存在する面の反対面で光を
照射する場合、配向層１０３及び基材層１０１の間に液晶層１０２が存在する液晶フィル
ムを形成することができる。
【００７８】
　また、光の照射工程で、液晶化合物は、液晶化合物と層分離され、偏光紫外線の偏光方
向によって配向された配向層によって配向されることができる。
【００７９】
　１つの例示で、配向処理後には、液晶層の配向性を増加させるために、１回以上の乾燥
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工程をさらに行うことができる。液晶組成物の塗布膜を配向処理して層分離された配向層
及び液晶層を形成し、引き続いて、上記層分離された配向層及び液晶層を乾燥させて液晶
層に残存することができる未配向された液晶化合物が配向されることを誘導することがで
きる。
【００８０】
　上記で液晶組成物として前述した開始剤を含む液晶組成物を使用した場合には、偏光紫
外線を照射する段階で、液晶層の液晶化合物が重合されることができる。しかし、これに
限定されるものではなく、液晶層の液晶化合物を重合するために、必要に応じて別途の重
合工程をさらに行うことができる。１つの例示で、コーティング層に偏光された光を照射
する段階に引き続いて、液晶層に光、例えば、非偏光された紫外線を照射し、液晶層の液
晶化合物を重合させることができる。このような重合は、紫外線領域の波長を吸収するラ
ジカル開始剤または陽イオン開始剤の存在下で行われることができる。
【００８１】
　紫外線の照射は、大気中であるいは反応効率を高めるために酸素を遮断した窒素雰囲気
下で進行することができる。紫外線照射器としては、一般的に８０ｍＷ／ｃｍ２以上の強
さの中間圧あるいは高圧水銀紫外線ランプまたはメタルハライドランプを使用して行うこ
とができる。必要な場合、紫外線の照射時に液晶層の温度が液晶状態を有する温度範囲に
なることができるように、基材層と紫外線ランプとの間にコールドミラーまたはその他冷
却装置を設置することもできる。
【００８２】
　上記液晶フィルムの製造方法は、一種類の液晶組成物に一回の工程によって配向層及び
液晶層を形成するという点を除いて、当業界で一般的に行う工程をさらに行うことができ
る。
【００８３】
　上記液晶フィルムは、多様な技術分野に適用可能である。例えば、液晶フィルムは、デ
ィスプレイ装置などに適用可能である。上記液晶フィルムは、例えば、ディスプレイ装置
などの液晶パネルまたはディスプレイ装置用光学補償基材として有用であることができる
。これにより、上記液晶フィルムは、液晶パネルまたは光学補償基材として上記装置に含
まれることができる。
【００８４】
　上記液晶フィルムが光学補償基材として上記装置に含まれる場合、上記フィルムは、例
えば、ＳＴＮ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔ　Ｎｅｍａｔｉｃ）ＬＣＤ、ＴＦＴ－ＴＮ（Ｔｈ
ｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ－Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）ＬＣＤ、Ｖ
Ａ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）ＬＣＤまたはＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　
Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）ＬＣＤなどの位相差フィルム；λ／２波長板；λ／４波長板；逆波
長分散特性フィルム；光学補償フィルム；カラーフィルタ；偏光板または偏光子との積層
フィルム；偏光板補償フィルムなどに使用されることができる。
【００８５】
　液晶フィルムの用途によって、上記フィルムを使用してディスプレイ装置を構成する方
式は、特に制限されない。この分野では、液晶フィルムの用途によってそのフィルムが装
置内で位置しなければならない個所や装置の構成方式が多様に公知されており、このよう
な方式は、すべて適用されることができる。
【００８６】
　上記液晶フィルムを光学補償基材として含むディスプレイ装置として液晶ディスプレイ
装置を例示的に説明すれば、次の通りである。
【００８７】
　液晶ディスプレイ装置は、液晶パネル及び上記液晶パネルの両面にそれぞれ配置された
第１及び第２偏光板を含む。上記液晶フィルムは、上記液晶パネルと上記第１偏光板との
間及び／または上記液晶パネルと上記第２偏光板との間に配置されることができる。
【００８８】
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　上記で、第１及び／または第２偏光板は、一面または両面に保護フィルムを含むことが
できる。保護フィルムとしては、ＴＡＣフィルム、ＲＯＭＰ（ｒｉｎｇ　ｏｐｅｎｉｎｇ
　ｍｅｔａｔｈｅｓｉｓ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ）で製造されたポリノルボルネ
ンフィルム、開環重合されたＣＯＰ（ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　ｐｏｌｙｍｅｒ）をさら
に水素添加して製造されたＨＲＯＭＰ（ｒｉｎｇ　ｏｐｅｎｉｎｇ　ｍｅｔａｔｈｅｓｉ
ｓ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｆｏｌｌｏｗｅｄ　ｂｙ　ｈｙｄｒｏｇｅｎａｔｉ
ｏｎ）重合体、ポリエステルフィルム、または付加重合（ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｐｏｌｙｍ
ｅｒｉｚａｔｉｏｎ）で製造されたポリノルボルネン系フィルムなどを使用することがで
きる。そのほか、透明な高分子材料で製造されたフィルムが保護フィルムなどに使用され
ることができるが、これらに限定されるものではない。
【発明の効果】
【００８９】
　本発明の例示的な液晶組成物は、別途の配向層なしに配向された液晶層を提供すること
ができる。上記液晶組成物によれば、上記液晶層を未重合状態で維持した液晶セル及び上
記液晶層を重合した液晶フィルムをすべて提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】例示的な液晶フィルムの製造方法の一部を概略的に示す図である。
【図２】実施例１の液晶フィルムの偏光顕微鏡イメージである。
【図３】実施例２の液晶フィルムの偏光顕微鏡イメージである。
【図４】比較例１の液晶フィルムの偏光顕微鏡イメージである。
【図５】実施例２の液晶フィルムの入射角（横軸）による位相差値（縦軸）を示す図であ
る。
【図６】実施例１の液晶フィルムの断面に対するＳＥＭイメージである。
【図７】実施例２の液晶フィルムの断面に対するＳＥＭイメージである。
【図８】比較例２の液晶フィルムの断面に対するＳＥＭイメージである。
【発明を実施するための形態】
【００９１】
　以下、実施例及び比較例を通じて上記液晶組成物を詳しく説明するが、上記組成物の範
囲が下記提示された実施例によって制限されるものではない。
【００９２】
　以下、実施例及び比較例での物性は、下記の方式で評価した。
　１．液晶配向性評価
　偏光顕微鏡の２個の偏光板の透過軸を互いに直交させた状態で、上記２個の偏光板の間
に実施例または比較例で製造した液晶セルまたは液晶フィルムを配置した。この際、上記
液晶セルまたは液晶フィルムは、光軸が上記偏光板のうちいずれか１つの偏光板の透過軸
と一致するように配置した。このような配置状態では、液晶セルまたは液晶フィルムで位
相遅延が発生しないので、液晶セルまたは液晶フィルムの液晶が均一に配向された場合、
偏光板の間で光漏れが観察されず、黒く観察される。したがって、上記状態で直交した偏
光板の間での輝度を測定する装備であるＣＡ２１０を利用して光漏れ程度を測定し、光漏
れ程度で液晶セルまたは液晶フィルムの液晶配向性を評価した。実施例及び比較例の液晶
セル及び液晶フィルムの偏光顕微鏡のイメージを図２～図４に示す。
　〈評価基準〉
　Ｏ：光漏れが観察されない場合
　Ｘ：光漏れが観察される場合
【００９３】
　２．液晶流動性評価
　実施例または比較例で製造された液晶セルまたは液晶フィルムを指圧力程度の圧力を印
加した後、上記液晶セルまたは液晶フィルムがさらに初期配向状態を維持するようになる
かを確認した。約５秒以内に液晶セルまたは液晶フィルムの配向状態が初期配向状態に復
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帰する場合、液晶流動性を有するものと規定した。
　〈評価基準〉
　Ｏ：液晶セルまたは液晶フィルムの液晶配向が、圧力が加えられた後に約５秒以内に初
期配向状態に復帰した場合
　Ｘ：液晶セルまたは液晶フィルムの液晶配向が、圧力が加えられた後に約５秒以内に初
期配向状態に復帰しない場合
【００９４】
　３．層分離評価
　実施例または比較例で製造された液晶セルまたは液晶フィルムの断面のＳＥＭ（Ｓｃａ
ｎｎｉｎｇ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｅ）イメージを通じて液晶セルまた
は液晶フィルムで層分離が発生したかを評価した。実施例１～２及び比較例１のＳＥＭイ
メージは、それぞれ図６～図８に示した。
【００９５】
　実施例１
　（１）液晶組成物の製造
　下記化学式Ａの液晶化合物（商品名：ＬＣ２４２、製造社：ＢＡＳＦ）に下記化学式Ｂ
の繰り返し単位を含む光配向性物質を、上記液晶化合物７０重量部に対して３０重量部の
比率で配合した。そして、また、その混合物をトルエンに固形分の濃度が３０重量％にな
るように溶解させて、液晶組成物を製造した。
【００９６】
　［化学式Ａ］

【００９７】
　［化学式Ｂ］

【００９８】
　（２）液晶セルの製造
　ＴＡＣ基材層（屈折率：１．４９、厚さ：８０，０００ｎｍ）の一面に上記液晶組成物
を乾燥後の厚さが約２μｍになるようにコーティングし、６０℃のオーブンで２分間加熱
し、コーティング膜内部の溶媒を除去した。次いで、乾燥したコーティング膜の上部に所
定方向の直線偏光された光を生成することができるワイヤグリッド偏光板（Ｍｏｘｔｅｋ
社）を位置させ、ＴＡＣ基材層を約３ｍ／ｍｉｎの速度で移動させながら、上記乾燥した
コーティング膜に紫外線（光源：２００ｍＷ／ｃｍ２強さの高圧水銀灯使用）を照射し、
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配向処理を行った。次いで、液晶層の配向性増加のために、１００℃のオーブンで約２分
間液晶層を乾燥させて、液晶セルを製造した。
【００９９】
　実施例２
　（１）液晶組成物の製造
　上記化学式Ａの液晶化合物（商品名：ＬＣ２４２、製造社：ＢＡＳＦ）に上記化学式Ｂ
の繰り返し単位を含む光配向性物質を上記液晶化合物７０重量部に対して３０重量部の比
率で配合した。そして、さらに、その混合物をシクロペンタノンに固形分の濃度が３０重
量％になるように溶解させた。その後、ラジカル光開始剤（商品名：ＩＲＧＡＣＵＲＥ９
０７、製造社：Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ社）を固形分１００重量部に対して０．５重量部の
比率で添加し、液晶組成物を製造した。
【０１００】
　（２）液晶フィルムの製造
　ＣＯＰ基材層（屈折率：１．５３、厚さ：１００，０００ｎｍ）の一面に実施例２で製
造した液晶組成物を乾燥後の厚さが約２μｍになるようにコーティングし、６０℃のオー
ブンで２分間加熱し、コーティング膜内部の溶媒を除去した。引き続いて、乾燥したコー
ティング膜の上部に所定方向の直線偏光された光を生成することができるワイヤグリッド
偏光板（Ｍｏｘｔｅｋ社）を位置させ、ＴＡＣ基材層を約３ｍ／ｍｉｎの速度で移動させ
ながら、上記乾燥したコーティング膜に紫外線（光源：２００ｍＷ／ｃｍ２強さの高圧水
銀灯使用）を照射し、配向処理を行った。引き続いて、液晶層の配向性増加のために、１
００℃のオーブンで約２分間液晶層を乾燥させて、液晶フィルムを製造した。
【０１０１】
　上記液晶フィルムの入射角－５０．００゜～＋５０．００゜での位相差値（ｒｅｔａｒ
ｄａｎｃｅ）をＡｘｏｍａｔｒｉｘ社で製作した位相差値測定装備であるＡｘｏｓｃａｎ
を使用して測定し、図５に示す。
【０１０２】
　比較例１
　光配向性物質として下記化学式Ｃの繰り返し単位を含む光配向性物質を使用したことを
除いて、実施例２と同一の方法で液晶組成物及び液晶フィルムを製造した。
【０１０３】
　［化学式Ｃ］

【０１０４】
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【表１】

【０１０５】
　上記のように、実施例１及び２の液晶セル及び液晶フィルムが図２及び図３のように優
れた液晶配向性を有することを観察することができた。そして、実施例１の液晶セルは、
液晶流動性を有し、電圧の印加によって配向状態がスイッチングされることができること
を確認することができた。実施例２の液晶フィルムは、図５のように、－５０．００゜～
＋５０．００゜の入射角で対称される均一な位相差値を示し、一方向に均一に配向された
ことを確認することができた。しかし、比較例１の場合、図４のように、劣悪な液晶配向
性を有することを確認することができた。そして、実施例１及び２の場合、図６及び図７
を通じて相分離現象を観察することができるが、比較例１の場合、図８のように、相分離
現象が観察されない。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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